
 
 

随筆・随想・事例報告 

新潟大学工学部における工学教育改革に関する国際調査活動 

 

新潟大学工学部定  

岡  徹雄、佐藤  孝、阿部 和久、山内  健、鳴海 敬倫、山際 和明、 
鈴⽊ 敏夫、田邊 裕治、⻄村 伸也  

新潟大学定  

⾦⼦ 双男  
事業創造大学院大学定  

仙石 正和  
 

 めにࡌࡣ .1
近来ࡢ教育環境ࡢ変化ࡣ社会全体ࡢ国際化ࡀ強

ࡢࢫࣅ࣮ࢧ商品ࠊ海外進出やࡢ企業ࠋࡿい࡚ࡋ影響ࡃ

国境を越えྲྀࡓ引ࠊࡣᚑ来ࡢ大企業を中心ࡓࡋ流

業界ࡿゆࡽあࡎを問わ地方都会ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࢀ

ࠋࡿ課題࡛あࡓࡅを賭ࡾ残ࡁ生ࡢࡑ࡚ࡗ企業ࡢ

高等教育ࡢ国際化ࢀࡇࡣ準ࡼ࡚ࡌうやࡃ加㏿ࡘࡋ

国ࠊࡶい技術者や研究者࡞ࡶࡲ大学༞業後ࠊࡾあࡘ

際的࡞視㔝をࡓࡗࡶ行動ࡀ必要࡛あࢁうࠋ 

新潟大学工学部ࠊࡣ工学教育ࡿࡅ࠾国際的࡞活

動を進ࡢࡑࠋࡓࡁ࡚ࡵ一ࠊࡣࡘ工学教育改革ࡢᡂ果を

国際的࡞場࡛公表ࡿࡍ活動࡛あࢀࡑࡓࡲࠊࡾ伴う

工学教育関ࡿࡍ海外調査࡛あࠋࡿ工学教育ࡅ࠾

ྲྀい࡚共通࠾国や大学ࡢࡃ多ࡣ課題࡞現代的ࡿ

ᡃ々ࡣ༠調や情報交換࡞国際的ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡆୖࡾ

中期ࡣいࡿ短期あࠊࡣࡘࡦࠋࡿ᭷効࡛あ࡚ࡗ

活ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ大学間交流࡛あࡢ学生や教員ࡿ亘

動を通ࠊ࡚ࡌ現在進行中ࡢ教育改革やࡢࡑ㔜要性

対ࡿࡍ共通ㄆ識を得ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿ考え࡚ࠊࡾ࠾

後ࡢ工学教育ࡢ在ࡾ方を考え࡛ୖࡿ㔜要࡞知見

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞

 

2. 国際会議におけࡿ成果公表ࡢ活動 
表 1 発表数ࡢ国際会議࡛ࡓࡁ࡚ࡋ実施࡛ࡲࢀࡇ

を挙ࡾࡃ࡙ࡢࡶࠋࡿࡆ教育や技術連携教育࡞主 5

ࡢ国際会議࡛ࡢࡘ 8 ࡚ࡗ亘教育分類ࡢࡘ 50 件ࡢ

発表を行ࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡗいࡣ࡛ࡘࡃ発表後充実

工ࡿࡅ࠾海外ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡅ設ࡀ機会ࡢ討論ࡓࡋ

学教育ྲྀࡢ組状況ࡀ議論࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

世界⥅⥆工学教育会議㸦WCCEE㸧࡛ 大学༞業ࠊࡣ

以降ࡢ工学教育や大学社会ࡢ連携ࡢ中࡛工学教

育関ࡿࡍ事例ࡀ議論2004ࠋࡿࢀࡉ 年ࡢ参加以降ࠊ

文科省ࡢ教育改革公募採択ࡓࢀࡉ事業㸦GP 事業

実施状況や問題点を議論ࡢࡑࡶᡂ果をࡢぶ㸧ࡼ

ࡢ国内ࠊࡣア工学教育会議㸦ACEE㸧ࢪアࠋࡓࡁ࡚ࡋ

いࡢࡘࡃ大学ࡀ韓国や中国ࡶ順ࡌ開催ࠊࡋ

各大学ࡢ工学教育ྲྀࡢ組関ࡿࡍ発表ࡢ場࡚ࡗ࡞

いࠋࡿ国際融合技術ࢩン࣒࢘ࢪ࣏㸦ISFT㸧ࡣ新潟大

学工学部ࡀ韓国中国ࡢ 4 開催࡚ࡋ連携大学ࡢࡘ

ンࢩ国際࡞総合的ࡿࡍ関研究や教育ࡿ特徴あࡿࡍ

㸦WEEF㸧࣒࣮࢛ࣛࣇ世界工学教育ࠋࡿあ࡛࣒࢘ࢪ࣏

工学ࠊࡿࡲ集ࡀ参加者ࡃ広ࡽ地域国ࡿゆࡽあࡣ

教育全般わࡿࡓ世界規模ࡢ会議࡛あࠋࡿ世界工学

会議㸦WECC㸧ࡣ展示会を含ࡴ大規模࡞会議࡛2015ࠊ

年工学教育ࡢセࢩࢵョンࡀ設ࠊࡽࡇࡓࢀࡽࡅ

筆者ࡀࡽ工学教育関ࡿࡍ国際調査を࣐࣮ࢸ論文

投稿࣮ࢱࢫ࣏発表を行ࠋࡓࡗ  

米国工学教育༠会㸦ASEE㸧ࡀ主催ࡿࡍ国際会議ࡢ

ࡿあ࡛ࡘࡦ WCCEE ࡛ࡲࢀࡇࡣࡽ筆者ࠊい࡚࠾

 22 件ࡢ発表を行ࡢࡑࠋࡓࡁ࡚ࡗ規模ࡣ大࡞ࡃࡁい

当該ࠊࡅ討論時間を設࡞十分頭発表後ཱྀࡢ各々ࠊࡀ

࡛ࡇࡇࠋࡿࢀࡉ࡞ࡀ意見交換࡞活発࡚ࡋ対課題ࡢ

筆者ࡀࡽ公表ࠊࡣࡢࡓࡁ࡚ࡋ大学社会ࡀ共ྠ࡛ྲྀ

ࢺ࣭ࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ࡚ࡋ学生教育ࡴ組ࡾ ࢺ࣭ࢫ࣮࣋ ࣛ

アࣜࣕ࢟ࡢ࡞ࣉࢵࢩン࣮ࢱ㸦PBL㸧やインࢢンࢽ࣮

教育࡛࡞あࠊྠࡾ 時ࡢࡑ国際化࡛あࡓࠋࡓࡗえ

ࡤ PBL い現࡞い࡚ࢀࡉ用意ࡵࡌࡽあࡀ正解ࠊࡣ࡛

実的࡞問題を学生ࡾྲྀࡀ組ࡁࡴ課題࡚ࡋ捉えࠊ

ࡽᚑ来ࠋࡿ࡞࣒ࣛࢢࣟࣉ教育ࡀ過程ࡢ解決ࡢࡑ

᪩い時ࡢ学部段階ࠊ加え各教科ࡢ自然科学分㔝ࡢ

期ࡢࡑࡽ学問領域を超えࡓ教育方法ࡀ求࡚ࢀࡽࡵ

いࡿ中 1㸧ࢱࢫࠊンࢻ࣮࢛ࣇ大学ࡢ d.school ࡉ象徴

インࢨࢹ࡞うࡼࡢࡇࡿࡅ࠾工学教育ࠊうࡼࡿࢀ

教育ࡣ一ࡢࡘ大࡞ࡁ流࡛ࢀあ࡛ࡍࠊࡾ世界的共

通࡚ࡗ࡞ࡢࡶ࡞いࡿ 「㸧ࠋ 

2009 年ࡽ参加ࡓࡋ ACEE ࡋ関工学教育ࡣ࡛

࡚ 13 件ࡢ発表を実施ࠋࡓࡁ࡚ࡋ提出ࡓࡋ論文ࡢ一部

を経࡚学術ㄅ࣮ࣗࣅア࣭ࣞࣆࡣ Journal of 

Engineering and Educational Research ࢀࡉ掲載

ࡢ発表ࡢ教育分㔝ࡿࡼ教員や研究者ࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿ

他ࠊ学生ࡿࡼ研究発表ࡶ行わࢀ国際的࡞発表経

験ࡢ場࡚ࡗ࡞いࠋࡿ  
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本学工学部ࡢ国際的࡞教育調査活動ࡢ本格的ྲྀ࡞

組ࡣ 2007 年ࡢ Fusion Technology㸦ISFT㸧ࡢࡑ端

を発ࠋࡿࡍ図 1 初回を新潟大学ࠋࡍ構ᡂを示ࡢࡑ

5ࠊࡣ会議ࡢࡇࡓࡋ主催ࡀ ࡿい࡚ࢀࡽࡵ大学࡛進ࡢࡘ

特徴あࡿ研究を広ࡃ発表ࡋあうࠊ࡛ࡢࡶあࡽゆࡿ技

術分㔝ࡢ融合ࡓࡋ形を示࡚ࡋいࠋࡿ教員や研究者

ョࢩࢵ学生セほࡢ発表ࡿࡍ関研究や教育ࡿࡼ

ンࡀ設ࠊࢀࡽࡅ学生ࡿࡼ研究発表ࡀ行わࠋࡓࡁ࡚ࢀ

ୖ記ACEE 本学工学部ࠊࡣ発表ࡿࡼ学生ࡶ

࣮࣐ࢫࡿࡵ進࡚ࡋ教育ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࡿ特徴あࡀ

ࢺ࣭ ༞ࠋࡿ機会࡛あࡢ絶好࡚ࡗ学生ࡢ࣮ࣜࢺ࣑ࢻ

業研究を開始ࡿࡍ以前ࡢ学生ࡿࡼ国際会議࡛ࡢ発

表実績ࠊࡣ学生࡚ࡗ大࡞ࡁ研究ࣜࣕ࢟アࡿ࡞

༞業時࡚ࡋ࣮ࢲ࣮ࣜࡿࡍ通用国際的ࠊ時ྠ

ࡶ要件࡛ࡢࢶイ࢚ࣗࢹࣛࢢ࣭ࣉࢵࢺࡿࢀࡉㄆᐃ

あࡿ 」㸧ࠋ  

世界規模࡛隔年開催ࡿࢀࡉ工学教育関ࡿࡍ国際

࣒࣮࢛ࣛࣇ WEEF ࡣ ASEE や欧州工学教育༠会ࠊ

国際工学教育学༠会 IGIP 大規模ࡓࢀࡽ支え࡞

ࡀ実践例ࡢ工学教育ࡢ世界各国ࠋࡿ国際会議࡛あ࡞

セࢩࢵョンࡈ発表ࠊࢀࡉ討議ࡢࡇࡿࢀࡉ会議

投稿ࡓࢀࡉ論文ࠊࡣ米国電気電子学会 IEEE ࡢ

Interactive Collaborative Learning 㸦ICL㸧ࡢ特集

ࡓࢀࡉ出版࡚ࡋྕ 4㸧ࡓࡲࠋ 2015 年京都࡛開催ࡉ

ࡓࢀ WECC ࡍ関工学教育ࡓࡁ࡚ࡗ行ࡀ本学ࠊࡣ࡛

発表を実施࣮ࢱࢫ࣏い࡚論文投稿ࡘ国際調査ࡿ

 ࠋࡓࡋ

記ୖࠊࡣ国際会議発表࡛ࡿࡍ関工学教育ࡽࢀࡇ

文科省ࡢ GP 事業ࡢᡂ果公表ࠊࡶ各国各大学

討論ࠊࢀ触問題点や課題ࡘࡶࡢ工学教育ࡿࡅ࠾

を通ࡢࡑ࡚ࡌ理解共᭷化ࡿࡁ࡛ࡀ大࡞ࡁ利点ࡀあ

立案ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ教育改革や教育ࡢ後ࡣࢀࡇࠋࡿ

 ࠋࡿ考え࡚いࡿࡍ寄与ࡃࡁ大

 

3. 工学教育改革に関ࡿࡍ国際調査 
研ࡿࡍ関教育ࡢ海外大学ࡣ組ྲྀࡢࡘࡦうࡶ

究調査ࡢ共ྠ実施࡛あࠋࡿ本学工学部欧州ࡢ大学

ࡽ連携ࡢ大学ࢢࣝࣈࢹࢢ࣐ࡢ20年前ࡣ交流ࡢ

始ࡿࡲ 5㸧ࡢࡇࠋ活動ࡢ中࡛ࠊ夏ࡢ学校称ࡿࡍ学生

教員ࡢ短期交流ࠊࡀ各年ࡢ学生教員ࡢ派遣ཷ入

を通࡚ࡌ共ྠ࡛実施ࠋࡓࡁ࡚ࢀࡉ 

海外ࡢࡽ教員や研究者ࡢ来訪関ࠊ࡚ࡋ筆者ࡽ

ࡣ 2008 年文科省採択࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡓࢀࡉ カ࣮ࢧ

講師や技ࡿࡍ関工学教育ࡽ欧州ࠊࡌ事業を通ࢫ

術者ࠊ学生を招聘ࠊࡋ以ୗ述ࡿ国際ࢩン࣒࢘ࢪ࣏

や教員研修㸦FD㸧ࡢࡵࡓࡢ講演会ࠊ学生ࡢワ࣮ࢡ

ࡋ情報交換を実施࡞活発࡚ࡗࡼ参加ࡢࣉࢵョࢩ

 ࠋࡓ

欧州࠾い࡚統合的࡞教育改革を目指ࣕࢽࣟ࣎ࡍ

ྲྀࡿࡍ関保証ࡢ質ࡢ教育࡞国際的ࡢ࡞ࢫセࣟࣉ

組ࡀ活発行わ࡚ࢀい2007ࠊࡽࡇࡓ 年ࢻイࢶ

本ࠊ講師を迎え࡚ࡽ工科大学ࢺࢵࢱࣗࢩ࣒ࣝࢲࡢ

学ࡢ教員ࡢ FD 講演会を行ࠋࡓࡗ日本ྠ様ࠊ工

学をྲྀࡾ巻ࡃ技術ࡢ進歩ࠊࡾࡼ工学部学生ࡢ人

間性教育ࡢ㔜要性ࡀ示ࠊࢀࡉ技術者ࡣ倫理観をࡗࡶ

ࡉ展開ࡀいう論᪨い࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡶ哲学者࡛ࡓ

ネ࢚ࣝ電気ࡢ工科大学ࢺࢵࢱࣗࢩ࣒ࣝࢲࠊࡓࡲࠋࡓࢀ

研究࣭ࠊࡋ若手研究者を招聘ࡿࡍ関࣮ࢠ 教育ࡢ両面

㸦図ࡓࡗ情報収集を行意見交換ࡿࡍ関交流ࡽ

2a㸧ࠊࡽࡉࠋ学外ࡢ技術者研究者を招い࡚学生指

導を࡞ࡇ࠾う教育ᡂ果発表会ࡢ参加を通ࠊ࡚ࡋ工

学部学生ࡢ授指導意見交換を行2013ࠋࡓࡗ 年

表 1定 工学教育関ࡿࡍ国際会議࡛ࡢ発表数㸦2007-2015㸧 

 

分類 WCC㻱㻱 AC㻱㻱 I㻿㻲T W㻱㻱㻲 W㻱CC Total

䠍. ものづくり教育 㻞 㻝 㻟

䠎. 技術連携教育 7 㻞 7 㻝 㻝7

䠏. キャ䝸ア教育 㻞 㻞 㻠

䠐. 初動教育 㻝 㻞 㻟

䠑. 䝸ーダー䝅ップ教育 㻝 㻞 㻝 㻠

䠒. 国際協調 㻡 㻠 㻝 㻝㻜

䠓. 教育改革 㻞 㻝 㻞 㻡

䠔. その他 㻞 㻞 㻠

計 㻞㻞 㻝㻟 㻝㻞 㻞 㻝 㻡㻜

WCC㻱㻱:世界⥅⥆工学教育会議、AC㻱㻱:ア䝆ア工学教育会議、I㻿㻲T:国際融合技術䝅ンポ䝆ウム、
W㻱㻱㻲:世界工学教育フォー䝷ム、W㻱CC:世界工学会議
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締結ࡓࡋ全学交流༠ᐃࠊ࡚ࡗࡼ年間 2 ࡢ学生ࡢྡ

派遣ཷ入ࡼࡿࡁ࡛ࡀうࠊࡾ࡞相互ࡢ教員ࡿࡼ

大学紹を通ࠊ࡚ࡌ学生交流ࡢ活性化を図ࡓࡁ࡚ࡗ

㸦図 2b㸧ࠋ 

一方ࠊ海外࠾い࡚実施ࡓࡋ工学教育関ࡿࡍ調

査対象ࡣ米国ࢺࢫ࣮ࣗࣄン大学ࠊ英国࣮ࢦࢫࣛࢢ大

学ࠊ韓国ࢧࣉン大学ࣁࠊンࣖン大学ࢻࠊイࢫࣞࢻࡢࢶ

あ࡛࡞工科大学ࢺࢵࢱࣗࢩ࣒ࣝࢲࠊン工科大学ࢹ

い࡚ࡋ組を実施ྲྀࡓࡋ特長を生ࡢࡑࡣ各大学ࠋࡿ

女生ᚐをࡢ高校ࠊࡣン大学࡛ࢺࢫ࣮ࣗࣄࡤ例えࠊࡀࡿ

対象࣮࣐ࣕ࢟ࢧࡿࡍンࣉ女性宇ᐂ飛行士を講師

ࠋࡓࡗあࡀ活動࡞特徴的࡚ࡵ極࡞ࡿࡍ派遣࡚ࡋ

を積極的ࡳ特徴や強ࡘࡶࡀ大学ࡢࡽ自うࡼࡢࡇ

打ࡕ出ࡓࡋ教育ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ開発ࡀ㔜要࡛あࠋࡿ  

2009ࠊࡣ࡚ࡋ関工科大学ࢺࢵࢱࣗࢩ࣒ࣝࢲ 年

ࡿࡼ現地訪問ࠊࡵ交流を進ࡢ教員࡚ࡋ関教育ࡽ

大学紹や学生ࡢ交流を進ࠊ࡚ࡵ全学交流༠ᐃࡢ締

結ࡓࡗ⮳㸦図 2c㸧ࡢࡑࠋ流ࡽࡉࡽࢀ学術関ࡍ

㸦図ࡋ可能性を調査ࡢ共ྠ研究ࡿ 2ｄ㸧2015ࠊ 年ࡽ

ࠊࡋ共ྠ研究を開始ࡓࡵ分㔝࡛学生を含ࡢ材料科学ࡣ

学生教員ࡢ方ࡘい࡚派遣ཷ入を行࡚ࡗいࠋࡿ

日本学生支援機構ࡣいࡿ科研費あࡣࡽࢀࡇ

JASSO ࡋ奨学金を利用ࡿࡼ海外留学支援制度ࡢ

࡚いࠋࡿ  

アࢪア関ࠊࡣ࡚ࡋ韓国࡛ࡢ工学教育改革を推進

国際༠力ࠊࡋ担当教員を招聘ࡢンࣖン大学ࣁࡿࡍ

教育関ࡿࡍ FD 講演会を実施ࠋࡓࡋ韓国࡛ࡣ日本

日本技術者教育ㄆᐃ機構ࡢ JABEE ࡿࡍ相当

ABEEK ࠊࡾあࡀ組ྲྀࡢ質保証ࡢ教育ࡿࢀࡤ呼

大学を挙࡚ࡆ精力的ྲྀ࡞組行わ࡚ࢀいࡢࡑࠋࡿ熱意

  ࠋࡓࢀࡽࡌ感ࡿ超えࡿࡣをࢀࡑࡢ日本ࡣ

 

 

図 1定 国際融合技術ࢩン࣒࢘ࢪ࣏㸦ISFT㸧 

 

図 2定 工学教育改革関ࡿࡍ国際調査 
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4. 学生ࡢ相互交流によࡿ実践教育 
研࡞個人的ࡘࡶࡢ教員ࡣࡃ多ࡢ大学連携ࡢࡽࢀࡇ

究活動ࡢ繋ࡽࡾࡀ生ࠋࡓࡌ例えࢹࢫࣞࢻࡤン工科

大学ࠊࡣ材料科学関ࡿࡍ研究࡛ࡢ繋ࡾࡀをࡶ

2013ࠊ 年部門間ࡢ交流༠ᐃを締結ࡢࡑ࡚ࡋ連携

を深ࠋࡓࡁ࡚ࡵ現在࡛ࠊࡣ研究を通࡚ࡌ行う連携ࡶࡢ

い࡚ࡗ入を行ཷ派遣࡞中期的ࡢ学生ࡢ相互ࠊ

可能性を模索ࡢ共ྠ研究ࡶ研究分㔝࡛ࡢ他ࡢࡑࠋࡿ

図ࠋࡿい࡚ࡗ派遣やཷ入を行ࡢ学生ࠊࡽࡀ࡞ࡋ 3aࠊ

b 本学工学部 3 カ᭶ࡢ期間࡛ཷࡅ入ࡓࢀ学生ࠊ

短期的訪問ࡢࡑࡓࡋ担当教員をࠊ図 3cࠊd 本学

工学部ࢹࢫࣞࢻࡽン工科大学 3 カ᭶あࡿいࡣ 1

学期間派遣ࡓࡋ学生を示ࠋࡍいࡶࢀࡎ日独方ྠࡢ

研究ࡿࡍ関材料科学ࠊ࡚ࡋ滞在研究室ࡢ分㔝ࡌ

を実施ࠋࡓࡁ࡚ࡋ筆者ࡢࡽ派遣ࡓࡋ学生࡛ࡲࢀࡇࡣ

 7 人ཷࠊ入学生ࡣ 6 人࡛あࠋࡿ教育改革ࡢ目的

留ࡶ学生ࡢࢀࡎいࠊࡀい࡞ࡋ⮴直接合ࡶࡋࡎ必ࡣ

学ࡿࡼ教育的効果ࡣ顕著࡛あࠋࡿ学生ࡀ単独࡛行

う 3 カ᭶ࡽ 1 学期ࡢ滞在ࠊࡣ学生自身ࣜࣕ࢟ࡢア

形ᡂ大࡞ࡁ利益ࡀあࠋྠࡿ 時ࠊ先端的࡞学術研究

を日独方࡛行うࠊࡣࡇ学生ࡢ研究意欲ࡢ向ୖ

極࡚ࡵ᭷効࡛あࡣࡽࢀࡇࠋࡿ国を跨いࡔ研究室間࡛

行う方向ࡢイン࣮ࢱン࡛ࣉࢵࢩあࠊࡾ研究分㔝

࡞実践的࡚ࡵ極ࡿࡅ࠾ PBL ࡿあࡶ࡛ 6㸧ࠋ 

 

5. おわࡾに 
文科省ࡢ採択をཷࡓࡅいわゆࡿ GP 事業関࡚ࡋ

新潟大学工学部ࡀ行ࡓࡁ࡚ࡗ教育改革ࡢ進捗ࡢ中

2015ࠊࡋい࡚公表࠾ᡂ果を国際会議ࡓࢀ現ࡽ 年度

࡛ࡲ 50 件ࡢ発表実績を得࡚ࠋࡓࡁ国や地域ࡗࡼ

࡚元来ࡢ教育環境ࢀࡒࢀࡑࡣ異ࠊࡀࡿ࡞工学教育を

ࡽࢀࡇࠊࡾあࡀ部分ࡿࡍ共通ࡣ課題ࡢࡃ多ࡿࡄࡵ

を討論ࡋ情報を共᭷ࡣࡇࡿࡍ新࡞ࡓ教育改革や教

育ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ立案あ࡚ࡗࡓ利益ࡢあࡇࡿ考

えࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽ個別ࡢ共ྠ研究࡞基࡙ࡃ国際的

㔜要࡚ࡋ対相互交流ࡢ学生や教員ࠊࡣ相互理解࡞

ࠋྠࡍࡓ役割を果࡞ 時3ࠊ カ᭶乃⮳１学期ࡢ現地滞

在ࡣ学生ࡢ研究意欲ࡢ促進や教育効果ࡢ向ୖ対ࡋ

࡚᭷効࡛あࠋࡿ  
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